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「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」に

徳島県より５地区の棚田が選定・認定されました。

市宇の棚田（上勝町）「天空の市宇の棚田」

田野々の棚田（上勝町）「パラダイスをつくろう！」

発行：令和４年５月１０日

農林水産省では，棚田地域の振興に関する取組を積極的に評価し，棚田
地域の活性化や棚田の有する多面的な機能に対する，より一層の理解や協
力を得ることを目的とし，優良な棚田を認定する取組「つなぐ棚田遺産～
ふるさとの誇りを未来へ～」を実施しており，今般，徳島県の棚田５地区
が選定・認定されましたので，ご紹介します。

上勝町の棚田地区で最初の農業体験交流を実施し，現在も地元保育園，小学
校とのサツマイモ栽培による農業体験を継続している。また，大学生がボラン
ティアとして関わった「棚田のライトアップ」により，棚田保全の取組のＰＲ
を実施している。

棚田をステージにした野外音楽祭「棚田の音楽祭」を実施している。
また，集落のボランティアが２年の歳月をかけて建設し，地元集落が運営する

「湯ったり神田茶屋」は，疲れを癒やす足湯やあめご釣りの体験ができる飲食施
設となっている。

市宇の棚田 棚田のライトアップ 彩保育園との芋ほり体験

田野々の棚田 棚田の音楽祭 神田茶屋の様子

https://www.tokushima-nousangyoson.net/network

HPはこちらから

https://www.tokushima-nousangyoson.net/network


八重地の棚田（上勝町）

「今だったらまだ昔のこと教えてやれるけんの」

樫原の棚田（上勝町）

「緑の階段～みんなで守ろう樫原の棚田～」

府殿の棚田（上勝町）「府殿百姓一気」

棚田オーナー制度を２０１２年から実施している。高校や小学校もオーナー
になり，授業の一環として集落を訪れ，地元の方と稲作を行い，総合学習，食
育の場となっている。棚田を会場とした手作りの結婚式「棚田ウェディング」
や「早乙女衣装での田植え」などの各種イベントを実施している。

八重地集落で復元した茅葺き民家を拠点とした「かみかつ茅葺き学校」を中
心に伝統技術の体験学習等を実施している。また，ＳＤＧｓの知識を持った都
市部の学生をインターンシップとして受け入れしている。

都市住民との農村体験交流により，棚田の保全に取り組む人数の増加，コ
ミュニケーションの活性化を目指している。
「府殿百姓一気」として，棚田米や晩茶などのブランド化，６次産業化に取

り組んでいる。

八重地の棚田 茅葺き屋根の杉皮の張替 しめ縄作成体験

樫原の棚田 棚田オーナー制度 棚田ウェディング

府殿の棚田 農村体験 府殿百姓一気のブランド化活動

つなぐ棚田遺産 https://www.maff.go.jp/j/nousin/tanada/tanadasen.html



令和３年度農山漁村（ふるさと）活性化モデル事業

（棚田保全活用タイプ）４団体の取組紹介

かみかつ茅葺き学校

かみかつ棚田未来づくり協議会

美郷四季花の会

徳島県では，棚田の保全・活用を目的とした取組を支援するため，「あわの農
山漁村（ふるさと）魅力創生事業（農山漁村（ふるさと）活性化モデル事業「棚
田保全活用タイプ」）を実施しています。
令和３年度の委託先である４団体の取組について紹介します。
なお，令和４年度に棚田の保全・活用を行う団体を募集しています。

５月２０日まで。詳細は，とくしまの農山漁村HPをご参照ください。

棚田保全活動として，上勝町内外から参加者を募集し「田んぼ応援隊」を結成。
約25aの棚田が「田んぼ応援隊」によって耕作され，保全が図られた。また，茅

葺き屋根の葺き替え作業を介して，茅葺き職人とボランティア参加者の交流活動を
実施し，八重地集落の伝統的な文化や茅葺き技術の伝承の機会となった。

収穫作業除草作業 茅のシブ落とし作業 茅葺き作業

美郷の宝である「高開の石積み」を保全・活用し，地域の活性化につなげる取組
を実施。鹿の食害で芝桜が減少しているため，土留めとして芝桜・花木の新植と石
積みの修復を行うとともに，鹿対策として柵を設置し，棚田の保全に努めた。また，
棚田の生活や四季の風景をSNSやYouTube等で発信し，美郷の魅力を県内外の方
へPRを実施した。

上勝町の６つの棚田地区の高齢棚田人から，棚田に関する情報を聞き書きし記録
に残すとともに，聞き書きした情報をYouTube，ホームページ，SNSで発信した。

石積修復作業 石積草取り作業 鹿対策柵設置 YouTube動画発信

詳細はこちらから
かみかつ棚田未来づくり協議会HP

こちらから



第２７回全国棚田（千枚田）サミットの開催について

日程 令和４年１０月１日（土）～１０月２日（日）

場所 滋賀県高島市

～棚田サミットとは～

全国棚田（千枚田）サミットは，中山間地域の喫緊の

課題である担い手不足や耕作放棄等の課題解決に向け議

論すること等を主な目的として，平成７年から毎年，日

本の棚田百選に認定されている地域を中心に開催されて

います。

例年，サミット当日は全国から数百名の参加者が集ま

り，基調講演や分科会，現地見学会を通して全国各地の

活動状況や制度情報について活発に意見を交わし合いま

す。

特定非営利活動法人 郷の元気

とくしま棚田ネットワーク事務局
徳島県農林水産部農山漁村振興課振興・創生担当
徳島市万代町１丁目１番地
電話番号(088)621 2486 FAX番号(088)621 2859
E-mail nousangyosonshinkouka@pref.tokushima.jp

とくしまの棚田や農山漁村に関する情報はこちら

https://www.tokushima-nousangyoson.net/

とくしまの農山漁村

ふるさと応援すだちくん

上勝町の樫原の棚田において，200年以上前から伝わる「絵図里道」の杭打ち復
旧を行い，歴史的景観保全を実施するとともに，親子を対象に棚田を活用した体験
交流を実施した。

「絵図里道」の杭打ち 「絵図里道杭」100本設置 親子棚田スケッチ体験

詳細はこちらから


